



























































































































































輻｝バルト 『説教の本質と実際」 （小坂宣雄訳) 151頁。






































































































































































































































‘ ' ‘｝宮川光雄「十字架とハーケンクロイツ」 450頁以下， 2{)00年，参照。
' '鯉）拙稲「罪間告白と戦後ドイツプロテスタント教会の歩み」 （東北学院大学オー

























































































































































































































、 、 活 、 Ⅵ 、 、 、 、 、 、 、 、 、
はならない｣を， 「国及び公共団体は，社会的儀礼又は習俗行為の範囲
を超える宗教教育その他の宗教活動であって，宗教的意義を有し，特
定の宗教に対する援助，助長若しくは促進又は圧迫若しくは干渉とな
るようなものを行ってはならない」と変えています。つまり 「社会的
儀礼又は習俗行為の範囲を超え」ないものはよいということです。政
教分離の緩和が目論まれています。それと連動して｢89条」 （公の財産
の支出又は利用の制限）は，現行規定は戦前国家管理のもとにあった
靖国神社の役割を反省し公金支出を厳密に禁止したものですが， 自民
党案では二項に分かれおり， その第一項は｢公金その他の公の財産は，
第二十条第三項の規定を超えて,宗教活動を行う組織又は団体の使用，
便益若しくは維持のため，支出し，又はその利用に供しては鞍らない」
となっており， これも 「社会的儀礼又は習俗行為の範囲を超え」ない
ならよいということです。これでは玉串料の公金からの支出どころか，
靖国国家護持にも道を拓くことになります｡｢政教分離規定を我が国の
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歴史と伝統を踏まえたものにする」というのが, 2004年に自民党の憲
法調査会が出した方針でした。 これらはそれに沿ったものです。 これ
と関連することとして，教育基本法の改正の問題もあります。わたし
はキリスト教学校におりますが， どの学校も寄付行為の中に建学の精
神とともに教育基本法と学校教育法にのっとるとうたってあります。
今や同じ教育基本法でも全く違ってしまったわけで， まだそれほどの
変化を感じませんが， これから大学はどのようになるのか，心配して
いるところです。憲法「20条」 （また「89条｣） とこの教育基本法とは
日本人の生き方の問題を考えるとき， 「9条」にもまして重要な問題で
す。 「我が国の歴史と伝統を踏まえ｣ることは当然としても， そうした
枠内でしか人間をとらえようとしないなら， それは時代錯誤です。そ
れは私たちが聖書から聞いているのとは相容れないと言わなければな
りません。むしろ私たちが聖書の福音から教えられているのは， 「国家
を超えられなかった」キリスト教（原誠）ではなく，国家や民族を超
えた普遍的価値へ開かれた人間の在り方です。地球市民としての在り
方です。バルトの生き方が示していたのも， そうしたものだったと思
います。そうした生き方は決して，言うところの「我が国の歴史と伝
統」を無視することではありません。むしろ私たちはそれを課題とし
て，すなわち批判的形成の課題として受けとめます。 日本の「歴史と
伝統｣，あるいは精神風土のことを考えればこそ，むしろ政教分離の規
定はできるだけ厳密に理解され適用され，少数者の権利と良心の自由
が抑圧されることのないように配慮されるべきなのではないでしょう
か。 「9条」も「20条」も真剣な意味で日本の教会の課題なのです。今
朝の朝日新聞に東大の宗教学の島薗進先生が寄稿しておられ（国家神
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道一「『無宗教’|の国に多くの支持者｣)， その末尾で現行の信教の自
由，政教分離規定の重要性を訴えています。全く同感でした。 これは
教会や宗教者のエゴを守る規定なのではなくて，宗教者であれ無宗教
者であれ，すべての人にかかわる，今日の日本の自由で平和な社会の
一番の基礎であることを， この日皆さんとともにあらためて確認した
いものです。
(付記本稿は, 2008年2月11B, 日本基督教団高知教会で行われた
高知分区社会部主催講演会で語ったものに基づいています。若干の修
正と字句の訂正をしました。同分区社会部， とくに委員長として集会
のためにご尽力くださった潮江教会山田有信牧師に， また説教の奉仕
の機会を与えてくださった土佐嶺南教会石尾英幸牧師にこころから感
謝します)。
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